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恒 心

★
東
洋
ゴ
ム
の
免
震
装
置
ゴ
ム
の
デ
ー
タ
改
ざ

ん
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
懲

り
ず
に
、
今
度
は
振
動
を
和
ら
げ
る
装
置
の
防

振
ゴ
ム
製
品
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が
発
覚
し
た
。

事
件
の
徹
底
的
な
究
明
は
な
さ
れ
た
の
か
。
繰

り
返
す
不
祥
事
に
、
こ
の
会
社
の
経
営
体
質
の
杜
撰
さ
に
は

驚
く
ば
か
り
だ
。
★
横
浜
市
に
あ
る
新
築
に
近
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
、
地
震
も
な
い
の
に
傾
い
た
。
住
民
は
び
っ
く
り
仰
天

し
た
に
違
い
な
い
。
傾
斜
の
原
因
が
旭
化
成
子
会
社
に
よ
る

デ
ー
タ
虚
偽
問
題
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

傾
い
た
原
因
が
、
手
抜
き
工
事
と
知
っ
て
、
住
民
は
怒
り
心

頭
に
達
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
★
販
売
主
が
三
井
不
動
産
、
工

事
施
工
が
三
井
住
友
建
設
、
下
請
け
が
旭
化
成
の
子
会
社
で

あ
れ
ば
、
人
は
信
用
し
、
安
心
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す

る
。
先
の
東
芝
の
不
正
経
理
問
題
と
言
い
、
一
流
企
業
の
モ

ラ
ル
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
全
く
情
け
な
い
限
り
で
あ

る
。
★
人
は
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、
色
々
な
角
度
か
ら
検

討
す
る
。
子
供
を
持
つ
所
帯
な
ら
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
子

育
て
環
境
、
小
中
学
校
の
教
育
環
境
を
重
視
す
る
。
会
社
勤

め
な
ら
通
勤
の
便
利
な
場
所
。
高
齢
者
な
ら
病
院
の
近
く
、

あ
る
い
は
買
い
物
が
し
易
い
所
を
考
え
る
。
★
全
て
取
り
壊

し
て
建
替
え
ま
す
。
そ
の
間
、
他
の
地
域
で
、
仮
住
ま
い
を

し
て
下
さ
い
と
会
社
側
は
言
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
簡
単
に

済
む
話
で
は
な
い
。
高
齢
者
は
暫
く
で
も
、
終つ

い
の
棲す

み
家か

を
追

い
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
子
供
は
学
校
の
転
校
を
強
い
ら

れ
る
。
会
社
勤
め
の
人
は
そ
う
簡
単
に
次
の
物
件
が
見
つ
か

ら
な
い
。
★
古
来
日
本
人
は
真
面
目
で
、
嘘
を
つ
か
な
い
、

人
を
騙
さ
な
い
、
約
束
を
守
る
、
一
生
懸
命
働
く
、
お
天
道

様
が
見
て
い
る
よ
、
悪
い
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
そ
ん

な
生
き
方
を
大
事
に
し
て
き
た
。
ど
う
や
ら
、
そ
れ
が
崩
れ

つ
つ
あ
る
。
日
本
人
の
良
き
伝
統
的
な
価
値
観
・
倫
理
観
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
投
票
で
総
裁
再
選
が
決
ま
っ
た
9
月
24
日
、
安
倍
首
相
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
3
本
の
矢
は
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
と
し

て
、
次
は
全
て
の
人
が
活
躍
で
き
る
「
1
億
総
活
躍
社
会
」
を
目

指
す
た
め
と
し
て
、
新
3
本
の
矢
を
放
つ
と
表
明
し
た
。
新
3
本

の
内
容
は
、
①「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」
の
た
め
に
名
目
国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
600
兆
円
に
増
や
す
②「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育

て
支
援
」
を
し
て
、
希
望
出
生
率
を
1
・
8
人
ま
で
引
き
上
げ
る

③「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
を
実
現
し
て
介
護
離
職
ゼ
ロ
を

目
指
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。
思
い
切
っ
た
高
い
政
策
目
標
で

あ
る
。
最
初
の
3
本
の
矢
は
、
東
京
以
外
で
は
、
そ
の
効
果
も
行

き
渡
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
経
済
界
は
じ

め
、
各
方
面
か
ら
、
新
3
本
の
矢
は
、
具
体
策
が
見
え
ず
、
実
現

が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
、
早
く
も
聞
こ
え
て
い
る
。

し
か
し
、
1
国
の
総
理
が
言
明
し
た
限
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
走

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9月28日　安倍首相記者会見

簡
単
で
な
い
実
現
へ
の
道
の
り

安倍首相新3本の矢を放つ
1億総活躍社会を目指す

安倍首相新3本の矢を放つ
1億総活躍社会を目指す
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総
務
副
大
臣
の
公
務
の
一
コ
マ

二
ノ
湯
参
議
員
、
総
務
副
大
臣
を
退
任

9月29日　総務省

10月5日　全国町村会館

9月29日　帝国ホテル

10月7日　京王プラザホテル

10月5日　首相官邸

10月13日　総務省（大臣室）

市町村長及び市町村議会議長
総務大臣表彰式

第1回個人番号カード・公的個人認証サービス等
の利活用推進の在り方に関する懇談会

平成27年度行政相談員総務大臣表彰式

OECD
上級デジタル政府官吏作業部会

総務副大臣・政務官による
総務大臣への挨拶

内閣総理大臣と
都道府県議会議長との懇談会

昨
年
9
月
4
日
に
、
総
務
副
大
臣
に
就
任
し

た
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
第
3
次
安
倍
内
閣

の
発
足
に
伴
い
、
10
月
9
日
、
総
務
副
大
臣
の

職
を
退
い
た
。
在
任
期
間
は
1
年
余
り
で
あ
っ

た
。
去
る
10
月
13
日
、
新
旧
大
臣
・
政
務
官
交

代
式
が
あ
り
、
二
ノ
湯
参
議
員
は
「
僅
か
1
年

1
月
の
在
任
で
あ
っ
た
が
、
余
り
に
も
自
分
の

知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
反
省
に

地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
地
方
の
元
気
、
日
本

の
元
気
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
桜
井
俊
事
務
次
官
か
ら
、
二
ノ
湯

前
副
大
臣
に
対
し
て
、
概
略
次
の
よ
う
な
御
礼

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

「
ご
就
任
後
間
も
な
く
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
法
人
税

改
革
、
車
体
課
税
の
見
直
し
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
の
堅
持
等
の
地
方
税
制
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
、
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
民
党
税
制
調
査
会
で
は
、
年
末
返
上
で

総
務
省
の
政
務
代
表
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
と
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係
国
会
議
員
に
も

強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ご
尽
力
に
よ
り
ま
し
て
、
制
度
導
入

以
来
11
年
ぶ
り
の
改
革
と
な
っ
た
外
形
標
準
課

税
の
拡
大
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
財
政
を
巡
る

諸
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
会
議
等
で
精
力
的
に

ご
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、「
整
備

新
幹
線
に
係
る
政
府
・
与
党
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
で
は
、
整
備
新
幹
線
の
開
業
前
倒
し

に
伴
う
財
源
等
の
検
討
に
当
た
り
、
地
方
財
政

を
所
管
す
る
立
場
か
ら
力
強
い
ご
発
言
を
い
た

だ
い
た
結
果
、
地
方
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

政
府
・
与
党
申
し
合
わ
せ
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
施
行
を
迎
え
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
、
国
会
に
お
け
る

改
正
法
の
成
立
等
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
算
の
面
で
も
、

地
方
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
改
修
経
費
や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行

経
費
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
副

大
臣
は
、
常
に
現
場
の
声
を
大
切
に
さ
れ
、
大

変
多
く
の
地
方
団
体
関
係
者
等
と
面
会
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
面
会
を
終
え
た
関
係
者
の

方
々
が
、
副
大
臣
の
お
人
柄
と
深
い
ご
見
識
に

感
服
し
て
帰
っ
て
行
か
れ
る
姿
が
非
常
に
印
象

的
で
し
た
。
同
時
に
、
ご
多
忙
の
合
間
を
縫
っ

て
、
地
方
の
現
場
に
も
足
を
お
運
び
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年
2
月
に
長
野
県
南
箕
輪
村
で
開

催
さ
れ
た
「
車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」
で
は
、

地
元
の
消
防
団
関
係
者
の
方
々
と
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
、

出
席
し
た
若
い
女
性
消
防
団
員
の
方
々
か
ら
握

手
攻
め
に
合
う
一
幕
も
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
の
財
政
運
営
の
あ
り

方
、
地
方
公
務
員
の
給
与
制
度
の
あ
り
方
、
選

挙
権
年
齢
の
引
下
げ
に
係
る
有
権
者
教
育
、
消

防
の
訓
練
等
に
関
す
る
広
域
連
携
、
行
政
相
談

に
お
け
る
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
等
、
日
々

の
業
務
を
通
じ
、
豊
富
な
ご
経
験
か
ら
数
多
く

の
貴
重
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」
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二
ノ
湯
参
議
院
議
員
の
事
前
ポ
ス
タ
ー

11
月
か
ら
貼
り
始
め
る

主
権
者
教
育
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

新
有
権
者 

日
本
の
課
題
に

真
剣
に
向
き
合
う

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

交代式の後、花束をもって出る二ノ湯議員 新旧副大臣、政務官交代式で、　　
　　　　挨拶する二ノ湯参議院議員。

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）に
執
行
さ
れ
る
参

議
院
通
常
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
が
18
才
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
。
総
務
省
、
文
科
省
で
は
、
選

挙
に
関
す
る
教
材
を
作
成
し
て
、
18
才
投
票
が

ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
、
主
権
者
教

育
に
取
り
組
む
準
備
を
進
め
て
い
る
。
現
場
の

高
校
で
も
、
早
々
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
京
都
市
に
あ
る
平
安
女
学
院

で
は
、
10
月
1
日
、
高
校
3
年
生
を
対
象
に
、

「
来
夏
、
有
権
者
と
な
る
あ
な
た
へ
」
の
テ
ー
マ

で
、
主
権
者
教
育
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
た
。
参
加
し
た
政
党
は
自
民
党
、
公

明
党
、
民
主
党
、
共
産
党
で
、
各
党
と
も
国
会

議
員
が
出
席
し
た
。
自
民
党
か
ら
は
、
二
ノ
湯

参
議
院
議
員
が
出
席
し
た
。
こ
の
種
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
市
民
団
体
、
青
年
会
議
所
が

行
う
こ
と
が
あ
る
が
、
高
校
が
主
催
す
る
の
は

珍
し
い
。
若
い
新
有
権
者
か
ら
、
ど
ん
な
質
問

が
飛
び
出
す
の
か
、
興
味
半
分
、
難
問
奇
問
が

飛
び
出
す
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
が
、
正

直
言
っ
て
、
非
常
に
常
識
的
で
あ
り
、
真
面
目

で
あ
り
、
ま
と
も
で
あ
る
と
感
心
し
た
。

し
か
も
、
司
会
者
が
公
正
、
中
立
な
態
度
で

運
営
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
終
始
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
れ
た
。
先
ず
、
各
党
が
主
な
政
策

を
説
明
、
そ
の
後
生
徒
達
か
ら
質
問
を
受
け
、

各
議
員
が
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
る
形
式

で
進
め
ら
れ
た
。
平
和
安
全
法
制
の
成
立
直
後

で
あ
る
の
で
、
か
な
り
厳
し
い
意
見
が
出
る
の

で
は
な
い
か
と
覚
悟
を
し
て
い
た
が
、「
法
案
を

良
く
読
む
と
決
し
て
戦
争
法
案
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
一
安
心
し
た
。「
日

本
の
よ
う
な
大
規
模
な
経
済
力
の
国
で
、
太
陽

や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や

し
た
だ
け
で
、
や
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
原
子
力
発
電
止
む
な
し
の
意
見
表
明
が
あ
っ

た
。
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
財
源
に
関
し

て
、「
消
費
税
な
し
で
、
社
会
保
障
費
を
賄
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
」
と
現
実
に
立
脚
し
た
声
も
あ
っ
た
。
一

方
、
昨
今
の
地
方
議
会
議
員
の
政
務
活
動
費
等

の
不
適
切
な
使
い
方
の
報
道
に
影
響
さ
れ
、「
日

本
の
政
治
家
の
報
酬
は
高
す
ぎ
る
。
も
っ
と
報

酬
を
削
減
す
べ
き
だ
」
と
厳
し
い
批
判
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
更

に
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
、
地
方
が
疲
弊
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
心
配
す
る
意

見
も
出
さ
れ
た
。
当
初
、
2
時
間
15
分
の
時
間

は
少
し
長
い
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
ッ
カ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
生

徒
達
が
い
る
限
り
、
18
才
投
票
権
も
そ
れ
ほ
ど

心
配
し
な
く
て
も
い
い
と
の
印
象
を
も
っ
た
。

来
年
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
民
主
党
、

共
産
党
予
定
候
補
者
の
事
前
ポ
ス
タ
ー
が
、
府

内
一
円
で
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
民
党

の
公
認
候
補
に
決
定
し
た
二
ノ
湯
智
予
定
候
補

者
の
ポ
ス
タ
ー
が
遅
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ

う
や
く
出
来
上
が
っ
て
来
た
。
二
ノ
湯
議
員
の
ポ

ス
タ
ー
は
、
衆
議
院
の
各
選
挙
区
支
部
長
で
あ
る

衆
議
院
議
員
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
形
式
を
と
っ

て
い
る
。
今
回
紙
面
の
関
係
上
、
伊
吹
、
谷
垣
衆

議
院
議
員
、
西
田
参
議
院
議
員
の
ポ
ス
タ
ー
の
紹

介
の
み
で
、
次
号
で
3
、
4
、
6
区
を
掲
載
し
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
は
府
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
、

支
部
役
員
、
各
種
団
体
の
方
々
の
協
力
を
願
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
貼
っ
て
頂
け
る
方
が
あ
れ

ば
、
二
ノ
湯
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

パネルディスカッションで質問に答える
二ノ湯議員（平安女学院）
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一
、
野
球
賭
博
と
聞
い
て
一
瞬
び
っ
く
り
し
た
。

そ
れ
は
遠
い
昔
の
話
で
は
な
い
か
。
今
時
そ
ん

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
老
舗

球
団
巨
人
の
選
手
が
関
わ
っ
て
い
た
と
は
驚
き

で
あ
る
。
徹
底
的
な
解
明
を
行
い
、
野
球
界
の

名
誉
回
復
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
福
知
山
市
民
の
賛
同
を
得
て
、
成
美
大
学

が
公
立
大
学
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
に

な
り
そ
う
だ
。
地
方
の
活
性
化
に
は
若
い
人
材

が
、
不
可
欠
で
あ
る
が
、
毎
年
、
市
の
持
ち
出

し
は
相
当
多
額
と
な
る
。
北
近
畿
唯
一
の
大
学

が
、
地
域
に
根
づ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

一
、
今
年
も
、
姉
弟
、
長
男
、
次
男
と
五
人
で

三
重
の
先
祖
の
墓
参
り
に
出
か
け
た
。
墓
地
内

の
知
合
い
の
墓
石
を
見
て
回
っ
た
。
小
さ
い
時
、

年
取
っ
た
お
爺
さ
ん
、
お
婆
さ
ん
と
思
っ
て
い

た
人
の
行
年
が
、
今
の
自
分
の
年
齢
と
あ
ま
り

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228 森義治氏

永
く
二
ノ
湯
智
後
援
会
長
を
務
め
て
い
た

森
春
生
氏
が
4
月
に
亡
く
な
り
、
会
長
が
空

席
と
な
っ
て
い
た
。
来
年
の
参
議
院
選
挙
を

控
え
て
、
後
援
会
で
は
二
ノ
湯
参
議
員
を
中

心
に
、
後
継
会
長
の
選
考
作
業
を
進
め
て
い

た
。
先
日
、
開
い
た
役
員
会
で
、
故
春
生
氏

の
長
男
で
㈱
も
り
社
長
、
森
義
治
氏（
52
）の

就
任
が
決
定
し
た
。
新
会
長
の
森
氏
は
、
学

生
時
代
は
水
泳
選
手
と
し
て
活
躍
、
明
る
い

性
格
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
人
柄
で
、
会
長
と

し
て
大
い
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

変
わ
ら
な
い
の
に
驚
い
た
。

一
、
や
っ
と
、
よ
う
や
く
と
言
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
。
民
主
主
義
、
自

由
主
義
経
済
、
法
の
支
配
と
い
う
共
通
の
価
値

観
を
持
つ
国
家
の
巨
大
経
済
圏
が
形
成
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
心
穏
や
か
な
ら
ぬ
の
は
、

中
国
だ
ろ
う
。

一
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
季
節
と
な
っ
た
。
日
本
人

が
医
学
賞
、
物
理
学
賞
と
立
て
続
け
に
受
賞
の

栄
に
輝
い
た
。
2
人
と
も
東
大
、
京
大
で
も
な

い
。
山
梨
、
埼
玉
大
学
の
出
身
者
。
独
創
的
な

研
究
に
は
、
出
身
大
学
は
関
係
な
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
。
い
い
こ
と
で
あ
る
。

一
、
以
前
か
ら
、
春
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は

京
都
の
ホ
テ
ル
は
、
予
約
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
外
国
人
観
光
客
の
入
洛
で
、
こ

こ
1
〜
2
年
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
た
。
加
え
て
、

料
金
が
2
〜
3
割
跳
ね
上
が
っ
た
。
こ
の
先
、

ど
う
な
る
の
か
と
心
配
で
あ
る
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

新
し
い
後
援
会
長
に
森
義
治
氏

第29回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成28年1月11日（月・祝）
◇昼食場所　伊勢　千の杜
◇会　　費　9,500円

新春招福バスツアー

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

来
年
も
恒
例
の
伊
勢
神
宮
初
詣
を
別
掲
の

通
り
実
施
致
し
ま
す
。
伊
勢
志
摩
は
、
来
年

５
月
25
・
26
日
、
サ
ミ
ッ
ト（
第
42
回
先
進

国
首
脳
会
議
）開
催
が
決
定
さ
れ
、
今
や
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
、
地
元
自
治
体
も
活
気
づ

いて
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
国
土
交
通
省
の
指

導
に
よ
り
、
貸
切
バス
料
金
制
度
が
見
直
さ

れ
、
最
低
の
貸
切
り
料
金
が
大
幅
な
値
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
参
加
費
用
も
例

年
よ
り
、
千
円
増
額
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
ど
う
か
諸
般
の
事
情
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
、
ご
理
解
賜
り
、
多
く
の
皆
様
が
ご
参

加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
記
念

伊
勢
神
宮
初
詣
の
ご
案
内

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310
詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

若くして日本的社会主義の理論を構築、急進的変革思想と
具体策の提示により昭和の日本政治に大きな衝撃を与えた
『北一輝』の実体に迫ります。

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第62回 11月24日㈫ 18時30分～21時

第63回 12月22日㈫ 18時30分～20時


